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新 し く開 発 され たcephalosporin系 抗 生 物 質cefotiam

(CTM,SCE-963)は,グ ラ ム陽 性 菌 は も とよ り,グ ラ ム

陰性 菌 に も強 い 抗菌 力 を示 し,従 来 のcephalosporin系

抗 生物 質 で は 効 果 の 期 待 で き なか った イ ン ドー ル陽性

Proteus, Citrobacter, Enterobacter にも抗菌力を示す

こ とが認 め られて い る1)。

手術後の感染症の病原菌の多 くは E. coli, Klebsiella,

Proteus などの グラム陰 性菌である2).わ れわれは前述

のCTMの 基礎的特徴を臨床的に確認することを目的と

して,手 術後の創感染 および感染性痩孔 を中心 とした皮

膚軟部感染症に対す る臨床効果 について検討 した。

1.対 象および方法

対象例 は,19歳 か ら77歳 までの24例 で,そ の疾 患は

Table1の ようであり,全 例外科的処置によ り膿汁誘導

が なされている状態における薬剤効果 の評価 となった。

投与法は,CTMの 単独投与で,1回 量0.5～2.0g,

1日 に1～2回,点 滴静注法(60分 ～120分 間)と1回

静注法の両者が用い られた。

臨床効果判定基準 としては,原 則 として投与開始7日

後における病原菌の動態 および局所所見,全 身症状 など

臨床症状の推移から判定 した。病原菌の消失があり,か

つ臨床症状の改善が速やかな ものを著効と し,以 下有効

とは病原菌の消失があ り,臨 床症状の改善がゆるやかな

もの,や や有効とは病原 菌の消失 または減少,あ るいは

臨床症状の改善のいずれかが認められたもの,無 効は上

記のいずれ も認め得なか った ものとした。

副作用については,臨 床症状 と血液検査および生 化学

的検査を投与前後で比較検討 した。

II.臨 床 成 績

各症 例に対する臨床効果はTable1の よ うであるが,

ぎ

対象と した疾 患は,手 術後の創感染8例,こ れよりやや

深部に生 じた手術後の感染性痩孔に類す るもの5例,他

の11例 は皮下膿瘍またはこれに類似するもので,す べて

外科的処置により膿汁誘導がなされてい る。

その結果 を前述の判定基準により分けると,手 術後の

創感染では著効7例,有 効1例 で有効率100%,手 術後

の感染性痩孔 では著 効2例,や や 有 効3例 で有効率40

%,皮 下膿瘍 では11例 全例著効で有効率100%で あった。

また全症例24例 では著効20例,有 効1例,や や有効3例,

無効な しで,有 効率は87.5%で あ った(Table2)。

検出された 病原 菌は,13例 にS.aureus,8例 に 且

coli,2例 に両者の 共存,1例 にKlebsiellaが 認められ

ている。原因菌別の 臨床効果 として5mreusで は著

効12例,や や有効1例 で有効率92.3%,Ecoliで は著

効6例,有 効1例,や や有効1例 で 有効率87.5%,E

colfとSaureusの 混 合 感 染 例の2例 は著効,Kleb-

siella検 出例はやや有効で あった(Table3)。

比較的浅い部位 におけ る感染創に関しては,速 やかな

解熱,局 所症状 の消失を もたらし,短 時 日の間に病原菌

の陰性化が認め られた。

無効例 はなか ったが,や や有効 と判定 された3例(症

例3,5,6)に ついて次に略記す る。

症例372歳 女性,直 腸癌根治手術後感染性痩孔を

生 じ,膿 汁排泄をみた症例である。 これに対 して本剤1

回19,1日2回 点滴 静注(60分)し たところ,5日 目

には創部の腫脹,疼 痛 が著明に改善 し,膿 汁も減少,不

快感の消失をみてい る。 しか し膿汁 よりの菌検索では,

投与前 に比 しKlebsiellaの 減少 を認めなか ったので,や

や有効の判定 となった。

症例554歳 女性,急 性化膿性虫垂炎手術後痩孔形

成,こ れに対 し,本 剤1回19,1日2回 静注 したとこ
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Table 1 Clinical effects of CTM

Table 2 Summary of clinical effects of CTM
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Table 3 Isolated organisms and clinical effects of CTM

ろ,4日 目には局所 の発赤,腫 脹および疼痛 の消 失をみ

たが,膿 汁より検出された E。coLi は S. aureus に菌交

代を起 して消失せず,や や有効 と判定 された。 しか し,

この症例は再手術時に小痩孔 による結腸との交通が確認

され,手 術により治癒 しているので,薬 剤の効果判定上

問題があったと考え られる。

症例677歳 女性,急 性膵炎による開腹術後感染性

痩孔を形成 した。本剤1回1g,1日2回 静注 したが,

臨床症状 が比較的安定 した時期に投与 したため,明 らか

な改 善を証 明 し得なか った。膿 汁から検 出された3.

aureusの 減少を認めたためやや有効 と判定 された。

III.副 作 用

投与 中止にいたるような副作用は1例 もなか った。投

与前後の血液検査および生化学的検査 の結果 はTable4

のようであり,い ずれも薬剤により生体に不利 な変化が

もたらされている所見はなか った。また自覚症状か らも

副作用 として とり上 げるべき症 状の 出 現を 認めなか っ

た。

IV.考 察

CTMは グラム陰性菌に 対 しては,従 来のcephalos-

porin系 抗生物質 に比較 してひ じょうに抗菌力が強いと

いう基礎的検討成績か ら,わ れわれはグラム陰性桿菌の

比較的分離頻度の高い手術後の創感染および感染性痩孔

を中心 とした皮膚軟部感染症24例 に対する臨床効果を検

討 した。総有効率 としては87.5%で あった。疾患別有効

率 として,手 術後の創感染8例 および皮下膿瘍11例 では

100%と 比較的浅い 部位 におサる感染に対 してはす ぐれ

た効果を示 したが,や や深部における手術後の感染性痩

孔5例 では40%と 有効率は 低 い 傾 向 に あ った。peni-

cillin,cephalospolin系 抗生物質 を手術後投与 していて

もなおかつ発症 した感染症13例 に対 して76.9%と 高い有

効率 を示 したことは特筆すべきことと考え られた。 しか

し手術後の感染性痩孔に対 してあまり有効率は高 くなか

ったが,こ れ らは直腸癌,化 膿性虫垂炎および炎膵によ

る開腹術後の感染 と,比 較的重篤であり,か つ消化管と

の交通が確認 された症例 もあったためと考え られた。

本剤の臨床的検討 の対象疾患が皮膚軟部感染症であっ

たため,全 例で 病巣か ら菌を検出し得た。混合 感染例

も含め 検 出菌 としてS.aureus15株,E.coli10株,

Klebsiella1株 が確認 された。 なお,手 術後の感染症例

13例 中8例 か らグラム陰性菌が検出 され,グ ラム陰性菌

が原因 となる症例が多 いことが確認 された。 グラム陰性

菌が検出 され た11例 では著効8例,有 効1例,や や有効

2例 で有効率 は81.8%と 高 く,本 剤がグラム陰性菌に対

して強い抗菌力を示すとい う基礎的成績が反映 された成

績であり,グ ラム陰性菌 に対 してもす ぐれた効果を期待

で きる。

CTMの 臨床的検討を行 った全症例においてアレルギ

ー様症状 などの副作用や投与前後で検討 した生化学的検

査 においても本剤によると思 われ る異常所見が認められ

なか った ことか ら,本 剤は安全性の高 い薬剤であると考

えられた。

V.ま と め

外科領域における手術 後の創感染,感 染性痩孔および

皮下膿瘍に対 して,cefotiam(SCE-963)の 単独投与を

行い,そ の臨床的効果を検討 した。対象例24例のうち著

効20例,有 効1例,や や有効3例 で有効率87.5%の 成績

を得た。

原因菌別臨床効果 として3mrms13例 では92.3%,

E.coli8例 では87.5%,E.coli,S.aureusの 混合感

染2例 で は100%の 有効率 であった。
き

なお全症例において,薬 剤 による副作用と判断される

所見を認めなか った。
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Table 4 Laboratory findings

*: b-efore administration

a-after administration
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Clinical studies were made on 24  patients including 8 postoperative wound infections, 5 postoperative

infections fistulas and 11 subcutaneus abscesses. Cefotiam (SCE-963) was given in daily doses of 1.0•`4.0g

by intravenous administration for 5-12 days.

Clinical responses were excellent in 20 cases, good in 1 case and fair in 3 cases, and the effectiveness

rate was 87.5%. Thirteen patients with infections due to S. aureus satisfactorily responded to therapy in

92.3% and 8 patients due to E. coli responded in 87.5%. Two patients with mixed infections with S.

aureus and E. coli showed excellent responses in 100%.

No side effects were observed.


